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<レジュ メ>
･ プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム ー 超越的神 に対峠する個人 の 自 己実現
日本 一 イ エ 組織 の存続 ･ 勝利 と い う枠内で の 勤勉 ､ か ?
丸山 の 突破的視点 : 葛藤する自我と ｢忠誠+ の 上昇 ･ 下降の ダイナ ミ ズ ム
歴 史的展 開 封建 的忠誠 ･ 江戸 期 ･ 維新 ･ 明治 - - ネガ に終わる近代
･ では西 欧に は 健全 で 活発 な参加社会が ある の か ?
比 較政治学と の 接点
政治文化 論
経路依存論
歴史制度論
合理 的選 択論 ハ ー シ ュ マ ン 退 出 Exit ･ 発 言 Voic e･ 忠誠 Loyalty
オ ル ソ ン 組織化 の 不可能性 Logic of Colle cdv eActio n
｢職業と して の+ 社会運動 - - - 環境団体 ､ ア ム ネス テ ィ な どo 関心 は あるが 受動的
な多数の 市民 の 参加 コ ス トを引き下 げ､ 誘 因を作り 出すQ
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プロテ スタンテ ィズムと 日本
こ のセ ッ シ ョ ン では 『忠誠 と反逆』 と い うテ キス トをと っ かか りに して ､ ヨ ー ロ ッ パ の 比
較政治の 立場か ら思い っ き の 問 いか けをいく つ か して みたい と思 い ます｡ ノル ウ ェ ー の 日
本研究 コ ー ス で講義する機会が あ っ たの ですが ､ そ こ で の共通 の 試験 として ｢プ ロ テ ス タ
ン ト的職業倫理 と 日本 的職業倫理 を比較せ よ+ と いう問題が ありま した｡ 学生の多くの 答
案は ､ どちらにも ｢勤勉+ とか ｢自己規律+ がみ られるけれ ども､ プ ロ テ ス タン ト的倫理
で は ､ 目にみえる絶対者と して の 神の 審判 を前提 としてお り ､ それ が個人の利益 ･ 自己実
現本位の 職業倫理 となる o 一 方 日本では ､ 武士 の家集団に典型的に み られ る所属集団の 勝
利 ･ 存続の ための 倫獲で あり､ あくまで集団に究極的価値が あると いうふうに書い て あり
* L[=o
こ れは ､ 教師が教えたせ いな の ですけれ ども ､ 一 種 の 西洋中心主義的な紋切 り型 を感じ
ま して , 多少うん ざり しなが ら採 点 しま したが ､ またそうで はな い と い い きれない 複雑な
思 い も持 っ てお りま した｡ 丸 山異男 の 『忠誠 と反逆』 は ､ しか しこ の点 を突き抜ける視座
が あり ､ 新鮮に 思えた わけです o ｢忠誠も反逆もなに より自我 を中心と して ､ 一 自我 を越 え
た 客観的原理 ､ または 自我 の属す る上級者 ･ 集団 ･ 制度な どに対する自我 の ふ るま い方と
して捉 えられ る D 様々 な性格をも っ た ｢正統的+ ある いは ｢異端的+ イデオ ロ ギ ー の歴史
的展 開は ､ どこ までも自我 にお ける忠誠対象の相克 ･ 転移と い う次元で意識 に の ぼ っ たか
ぎりで 取り扱われて いく - (p. 5)+ とい うの が こ の 論文です｡ つ まり ､ 忠誠 は特定の 集団
に永遠に 固定 されて い る わけ で はなく ､ 対象の上昇､ 下降､ あ 即 ､は思い 出 し､ とい っ た
もの が政治的なダイナ ミ ズ ム をうみ だしたと いう ことです｡
丸山鼻男は ､ そこ で歴史的経過 に つ いて 言及 して い ます｡ 忠誠と不可分な反逆､ 具体的
に は諌争､ ある い は逆賊的な立場をと るとい うこ とは ､ なに よりも封建的忠誠に原型 をみ
いだすo 武士 的な結合とい うの は 直接的な人格関係か ら切り離され る こ とは なくて ､ 主君
が仮に朝敵の名を被っ て もそ の 下に馳せ参 じ運命をともにすると い うの が長 い 間名誉で あ
っ た｡
こ の ような戦国の世 にみ られた非日常的な戦闘者の エ ー トス は ､ 徳川幕府時代 になりま
すと ､ 武士が ｢家産官僚制+ 化 したこ とで 変質を迎えます｡ たとえば額山陽におい て主君
が 臣下を歓喜､ 喜ばせ るまたは畏服させ る こ とができ るか どうかと いう､ まさに マ キア ヴ
ュ リ的な権力分析とか ､ ある い は名をもたぬ権力 ､ つ まり武士 の幕府 ､ 典型的に鎌倉北条
氏も天道に適う限りで椎持され ると いうような多層的な レ ジテ ィ マ シ ー (正統性) が提示
され るとい う作業がありま した｡
いうまでもなく 明治維新の 前後に はそういうもの が本流 とな っ て ､ 行動 とな っ て現れた ｡
こ の 場合､ 乱世 の武士 的な面目の 思 い 出し ､ それか ら儒教的な天道に よ る正統性 ､ それか
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ら対外的な危機感に触発 された忠誠 の対象の 上昇 ､ 拡大 ､ そ うい っ たもの が合流 して明治
椎新をもた らす エ ネル ギ ー をうみだ した｡
明治期にお い て は ､ 福沢諭吉の ようなモ ダナイザ - や ､ 内村鑑三 の ようなクリス チャ ン
に よ っ て ､ 逆説的にですけれ ど侍魂の非合理的にみ える エ ネル ギ ー と コ ン フ ォ ー ミ ズム に
逆らう合理的な精神の 緊張の は らんだ結合が マ イノ リテ ィ です けれ ども維持されると い う
ふ うに展開されて い ますo 自由民権運動が士族の 運動に あっ た の は偶然ではない o
こ の ような歴史的康階の紹介は ､ 川崎修氏の ｢『忠誠と反逆』 を読む+ と いう ､ 『思想』
論文が優れて いますo 必要十分だと思い ますの で ､ 詳 しくはそ ちらをごらんください o 川
崎氏 は ､ ちなみ に全体の モ チ ー フ をアイ デン テ ィテ ィ ･ ク ライ シ ス と役割の選びと りと い
う ような視点か ら読み こ んで い ますo
で は西欧に は健全で活発な参加社会があるのか?
印象深 い の は ､ 丸山義男の書 い た ､ 結びにお けるい か にも悲壮感漂う書き方です｡ ｢近代
日本 にお ける忠誠と反逆の 問題をこう した自我 の 内面性の 薬蒋 にひたすとき ､ そ こ に直接
的に は ｢ネガ+ の 映像 しか現れない とい うこ とは ､ もちろん私 には覚悟の 前で あっ た｡ そ
れは 二重 の意味で ｢ネガ+ で あるo 第 - に ､ 武士的 エ ー トス を支えた歴史的 - 社会的基盤
は当然近代化と ともに解体 して いく運命にあるか らで あり､ 第 こ に ､ 封建的な忠誠感を前
提とするか ぎり ､ ｢謀叛+は どう しても否定的な価値象徴で あるこ と を拭い去る こと は でき
ない からで ある｡+
日本近代の 後日談と しては ､ ミル トン ･ メイヤ ー の とらえた全体主義社会に酷似 した､
体制 に忠誠が画 一 化された世界と ､ それか ら少数の 異端 の世界と いう相互 に接触の ない 二
重社会が早熟的に成立 して い たと示 唆されて います (p. 82- 83)o 異端の世界は過酷な弾圧
をうけますけれども､ 多数者の 社会には ､ それはほ とん ど視界に入 っ て こ ない ｡ 謀叛と い
うもともとの 意識が , 近代 日本にお いて は革命原理 とか組織 - の 忠誠に埋没す るか (これ
は 日本にお ける社会主義運動に対す るある種の批判ですが)､ ある い は被縛感を書い た自我
の爆発 ､ ない し職場の人 間関係 に対する怨恨 として しか表れ ない o 丸山鼻男と いうの は ､
実感信仰に対 して 注意を払 っ た人ですけれ ど､ 文章自体は ､ 文筆家と して , 論理を実感 に
お い て伝 えるとい うこ とに長けて いたように思い ます｡
川崎氏 は こ の ような悲劇 の 前奏としての ｢忠誠と反逆+ 論文に対 して ､ - つ の批判 をお
い て い ます｡ 川崎氏は日本の近代を立ち上げたエ ー トス が､ 思 いお こきれた戦士 の エ ー ト
ス だ っ たとしても ､ その シ ス テ ム を軟着陸させ ､ 担 っ て いく あるい は修正 して いく エ ー ト
ス になるというこ とは必ずしも自明で はない の では ない かとい うわけです｡ 川崎氏は ､ む
しろ日常と して ｢市民社会+ というモ デル の 定着をうちだ して いますo その 箇所 を引用す
る と､ ｢日本の近代が失敗 したの は ､ こ の 封 じ込 めと して の ｢市民社会+ や ｢人間+ の 観念
の 定着だ っ たの で はあるま いか ｡ 日本近代は ､ こ の近代の ｢神話+ をつ い に本気で信 じる
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こ とが なか っ たの では ない か+o こ こだけ読む と ､ ちょ っ と古典的な戦後啓蒙主義者の よう
に思われる の ですが ､ む しろ川崎氏は少 しポ ス トモ ダン の 表象分析の 匂 いが します ｡
しか し私 の報告では ､ 思想 史の 世界の 深淵 をの ぞき こむ こ とはやめま して ､ もう少 し安
全 な浅瀬とい い ますか ､ 欧米比較政治学 の民主主義論 ､ あるい は民主化の三哩論と対応させ
て考えて い きたい と思 い ます｡ そ の ようなもの で ､ 代表的なもの を並 べ て みま した｡ こ こ
で の 問題意識 と しては ､ ｢西洋 には健全で活発 な参加社会の 素地が ､ それで は あるの か+ と
いう ことなん ですけれ ど､ 欧米にお ける民主主義論 ､ 特に思想史で は なくて も っ と実証的
なもの と して ､ たとえば政治文化論が あります｡
比較政治学との接点
< 政治文化論>
政治文化論 の 古典的なもの と して は ､ ア ー モ ン ドと ヴァ ー バ の C ivic Cultu r e論にお け
る市民的な参加文化もあれば ､ 臣民的な参加文化もあると いう話は ご存知ですね o 社会学
者リ ー ス マ ン の 『孤独な群衆』 にお ける他者思考的な人間類型とい う のもあります｡ もう
少 し新 しい もの で は ､ イ ン グル ハ ー トに よる物質主義者対脱物質主義者と いう対立 ､ また
エ リ ー ト指導的な参加 と エ リ ー ト挑戦的参加 とい っ たもの が ある｡ さらに
'
90年代では ､
トク ヴィ ル ･ ル ネサ ン ス の - つ で あり ます ロ バ ー ト ･ パ ッ トナ ム の 社会 資本 (so cial
capital) 論も挙 げられ る ｡ パ ッ トナ ム達が 問題 にする の は ､ 世論調査だけで はか られる政
治文化だけで なくて ､ 規範とかネ ッ トワ ー ク ､ しか も政治的なもの に限られ ない ､ たと え
ばボ ー リン グの チ ー ム と か ､ コ ー ラ ス ･ グル ー プ とか にお ける人間同志の信頼 とか協力 ､
そ して公共性 を酒養する ようなもの を問題 に して い る ｡ ただ こ の議論は ､ それ こ そ トク ヴ
ィ ル以来の中間団体､ 自発的な結社の意義と いう と こ ろに遡 っ て い ますo こ の 文脈で丸山
異男の こ とを考えるならば､ 丸山寅男と い うの は ､ 中間層 に対する警戒感と軽蔑の議論も
あれば､ 非常に期待する議論もあるとい うように難しい存在で ありますけれ ども ､ 日本 の
場合､ ヨ ー ロ ッ パ に見られ る ような ､ ア メ リ カ ン ･ デ モ ク ラ シ ー に み られ る ような別の 形
の 力強 い中間団体が な い ､ それ ゆえ民主主義が脆弱で ある という視点がだされて い ると思
い ますo こ こ で は ｢企業とは なんで しょう+ というこ とを問題 に したい ｡ 昨年秋の 日本政
治学会で英語 の セ ッ シ ョ ン がありま したo こ の セ ッ シ ョ ン では ､ ア ジア系ア メ リカ人の 論
者に よ っ て ｢市民社会+ を扱 っ た報告が なされま した｡ 日本の政治学者が､ その 論者に以
下の ような質問を した｡ ｢日本の社会資本(パ ッ トナ ム が言うような)という の は高い と い
う評価もあれ ば低い とい う評価もあ る0 日本は会社社会とい われる が ､ い っ た い企業､ 会
社っ て いうの は社会資本の 場で ある の か どうか ､ あるい は信頼をそだて る場で あるの か ど
うか+｡ 正確 には覚えて い ません が ､ その 論者はあまりそ の ことを考えたこ とが なか っ たみ
た いで ､ 会社も 日本に お ける信頼を作り 出すはずだいうフ ラ ン シ ス ･ フ クヤ マ の ような議
論を言うわけです｡ 廃2次大戦以前は天皇を中心と した同心円構造とか ､ ある い は大小の
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三角形構造と い っ た形で ､ 独立 の 中間主体の 存在意義がなか っ たとみ る ことが できる｡ し
か し戦後は ､ 企業とい うもの が 日本で 出て来て, しかもそ こ に人間の 忠誠の エ ネル ギ ー の
大半が注ぎ込まれ るとい っ た場合 ､ これは民主主義にとっ て何の 意味をも っ たの か ､ もた
なか っ た の か と いう こと を考えたい と思い ます｡ もちろん企業とデモ ク ラシ ー の共存とい
うの が ､ - 般 的に 西側デモ ク ラ シ ー が資本主義を前提としてい る以上 どこでもある話 です
が ､ 特 に 日本の場合は ､ 忠誠 の対象として企業が あるとい うこ とに分析す べ き意味が ある
と思われますo
<経路依存静>
次に ､ 経路依存の議論や歴史的制度論を論 じて いきます o 経路依存論とは ､ 革命や民主
主義が どの ような経路をたどっ たか ､ そ の都度の歴史的なタイ ミン グで何が選ばれたか ､
ある い は どう いう構造をともな っ て いた の かとい うこ とが ､ そ の後定着した体制そ のもの
の性格も左右するもの です o い ろい ろの世界各地で革命なり民主化なりがありま したが ､
それが 旧 エ リ ー トと新エ リ ー トとの 妥協や協定に よ っ て決着されたか ､ そうではなか っ た
の か ､ また大衆が 動員されたか ､ 農民が動員 されたか ､ 社会革命にな っ て しまっ たかと い
っ た こ とです ｡ 最近こ の こ とは ､ 共産主義後 の 旧東欧社会で議論されて きた こ とです｡ 世
界を民主主義と市場経済が覆っ たと いう ようにみ えま した けれ ども､ ある国ではそれぞれ
が上手く い っ て い るようにみえる し､ 上 手く い っ て い ない ようにみ える D 市場経済化 を し
た けれ ど､ 民主主義は どうかとい っ たこ と､ また市場経済化そ の もの が どうか とい うこ と
です ｡ それはそれ以前 ､ そ の 民主化が たど っ てきた道筋に影響をうけて い る ので はない だ
ろうか ､ ある い はさらに民主化 の 開始以前に ｢市民社会+ が残 っ て い たか どうかと いう こ
とをい うこ とに左 右されて い るの で はない か ､ とo
< 歴史的制度論>
歴史的制度論とい うの は ､ 憲法体制とか 立憲主義とい っ た包括的なもの でなくて も ､ 連
邦制､ 国家に対す る教会の 関係 ､ 社会保険制度､ 大蔵省の 独立性等 ､ い ろい ろ具体的な制
度が後々 まで ､ 時には意図しなか っ たような影響を及ぼして ､ 各国の 民主主義や経済福祉､
あるい は教育の シ ス テム を左右したというものですo 以上の 二 つ の議袷 - 経路依存論と
歴史的制度論 か らは ､丸山に無 矧 こ結び つ けて言えば､ ｢丸山は充棟ど古層論をどれく
らい深 い意味で 定式化 して い るの か+ と いう武蔵先生の御指摘がありま したけれ ど､ 丸山
にお いて変わるもの と変わらな いもの と の 関係が どうとらえられて い るの か というとこ ろ
が疑問に思うとこ ろですね｡
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<合理的選択論>
最後 に合理的選択論を見て みますo ア ル バ ー ト ハ ー シ ュ マ ン の 『退出 Exit､ 発言 Voic e､
忠誠Loyalty』 と いう本が あります ｡ こ れは組織にお いて ｢退 出+ の機会が なければ､ ｢忠
誠+ か ｢発言+ になるとか ､ こ れらの 選択肢の相互補完関係があるo ヨ ー ロ ッ パ にお い て
も国民国家と い うもの が 国境をつ く る｡ たとえばパ ス ポ ー ト い らなか っ たの が パ ス ポ ー ト
を必要とする ようにな っ たり ､ 国語が きま っ て い なか っ たの が ひと つ の方言を国語 に して
しまうという形で ｢退 出+ とい うもの をで きなく なる壁をつ く っ て い るo そ の代わりにそ
こ では ｢発言+ が起 こ っ て きて ､ それを受け入れ ざるをえなく なる こ とで ､ 民主主義社会
や 民主主義体制が できてく ると い う議論が ある｡ 日本 にお い ても似 たような文脈が あると
思 いますが､ で は違いが ある の か と い うこ と をち ょ っ と考えてみ ます ｡ これは僕も十分考
えて い ない の ですが ､ こ の ｢退 出､ 発言 ､ 忠誠+ と いうも の の うちで ｢退 出+ というもの
が ､ 民主主義に お い て どう いう意味をも っ て い る の か と いう点 は どうで し ょ うo ヨ ー ロ ッ
パ にお い ては ､ 少数者で あります けれ ど､ たとえば ユ グノ ー ､ ユ ダヤ人 ､ 異端の知識人と
か の ある種の ｢退 出+ の 系譜 という の が あります o こ の ようなこ と が ､ 民主主義の形態に
も っ た意味と いうもの を考えて み てください ｡
次に丸山英男は ､ む しろ ｢痩せ我 慢の精神+ と い うもの を強調 します ｡ 『丸 山鼻男 :音楽
の 対話』 と い う ､ 丸山に近く接 した音楽業界 の専門家の方が書い た本が あります｡ 内容自
体にお い て ､ い ろい ろ評価 が あり ますけれ ど､ こ の本て おも しろか っ たの は ､ 丸山寅男が
非常に シ ン パ シ ー を抱く音楽家 っ て いう の は ､ フ ル ト ･ ベ ン グラ ー とか ､ ケン プ の ように
ナ チ ス ･ ドイ ツ に留ま っ た人達なの ですo それを評価 ･ 批判す る姿勢の微妙さは あります
けれ ど｡ む しろ丸山は ､ トス カ ニ ー ニ とか ､ ユ ダヤ人 の音楽家の ように新天地に ｢退 出+
した人達に対 してなんとなく ク ー ル な評価で ､ ちょ っ と僕は本当に こう いうこ とい っ たの
かなあと思 っ た の ですが ､ 丸 山は ｢やは り ユ ダヤ 系の 人には遺伝子 的な段階で コ ス モ ポ リ
タ ニ ズ ム がある+ と言 っ たこ と がある｡ こ の こ とに別に差別 的な意図はなか っ たと思うの
で すけれ ど､ 丸山は留ま っ て ､ ｢痩せ我慢+ をする こ とに非常に強 い 共感を得て いたわけで
す｡ こ の強調 っ て いうの を どうみたらよ い の か ｡
そらか らもう - つ ､ これ もい わゆるみなさん ご存知 の古典ですが ､ オ ル ソン の ｢集合行
動 の理論 (Logic of Colle ctiv eAction)+ という の があります｡ オ ル ソン の 理論は ､ 周知
の ように組織が 巨大 になる に つ れ 一 個人の 参加がもつ 意味が薄ま ると いうわけですo です
からオ ル ソ ン は ､ 合理的な者の中で は コ ス トを負担して まで組織に コ ミ ッ トするもの は い
なく な っ て しまう､ と いうアイ ロ ニ カ ル な結論を出 したo そうすると西欧における参加お
よび参加 の チ ャ ンネル となる ような組織 っ て いうの はなんだろうか o - つ は伝統的なミリ
ュ
ー
､ サブカ ル チャ ー に根ざした政党や労働運動 ､ キリス ト教民主主義運動 とか あります
が ､ 視点をも っ とも現代的なもの に移すと ､ ｢社会運動+ とい うの が挙げられます｡ 日本で
は緑 の 党とか ､ 巨大な環境団体が欧米に比 べ て非常に影響力が弱 い と いうと こ ろで 一 つ コ
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ン トラ ス トをみ るこ とが でき ると思い ます｡ もちろん最近の 河川堰 の反対､ 原発反対 の住
民投票 っ て いうもの があります｡ しか し欧米の個人はそれほ ど日本 の個人と違うの で しょ
うか ? 1 980年代には新しい政治論や新しい社会運動論が 出てき た｡ それは参加民主主義
や ､ 草の 根の 民主主義を実現するもの と されたo 運動 の成熟 しだ90年代に入 ると ､ もう少
し即物的な (ザッ ハ リ ッ ヒ) 現実認識をつ き つ けられ る ようになりま した｡ た とえば ドイ
ツや フ ラ ン ス の緑 の党は ､ 既存政党との 連合に適応 して政権にまで入 りこみ ました けれど
も ､ 初期に盛ん に唱えられた草の根民主主義的なル ー ル (議員というの は ロ ー テ ー シ ョ ン
で ､ 独立 して行動 して は い けない ､ つ ねに草の根 の方 の委任に従わなければならな い) そ
うい う っ たもの は ､ 誰も語らなくなりま した｡ それか ら緑の 党の他 に､ 社会運動､ と りわ
け大 き な幕境 団体 ､ ｢地 球 の 友(Frie nds of the Ea rth)+ と か ｢グリ ー ン ･ ピ ー ス
(Gr e e npe a c e)+ とかが あります ｡ そうい っ たもの が ｢抗議 ビジネス (プ ロ テ ス ト ･ ビ ジネ
ス)+ 化 して い る とい う議論が 出てきてい るo ビジネ ス と して み たこういう社会運動は どう
い う性格を持て い るかと いうと ､ 1) 収入源 として サポ ー タ ー が重要で あるD 2) 政策は
中央で ､ 中枢部で 決定され る｡ 3) 政治的な活動は ､ 支援者やメ ン バ ー ではなくて ､ プ ロ
フ ェ ッ シ ョ ナ ル なス タ ッ フ に まか される｡ 4) 支援者は 互い に顔を知らない ｡ 5) 組織は
情報を提供するこ に よ っ て支援者 に問題を謬知させ るo 6) メ ン バ ー というの は狭 いイ シ
ュ
ー しか 関心がな いo 環境保全や野生動物 の保護等の ように自分が政治的に ア クテ ィ ブで
ありた い とか ､ 民主社会を変えてみ た い と思 っ て い る人は 多数派ではない ｡ こうい うの は
戯画化 (カ リカチ ュ ア ライズ) されたイ メ ー ジに感 じるか も しれません けれ ど､ 参加民主
主義の来 るべ き予型と してで はなく ､ 資源と して の支持者を推持 しなければならないとか ､
目標達成の効率を達成 しなければならない とか い う肉体をも っ た組織をみ ようとす る視点
の切り替 えが こ こ にはありますo そ して こ の こ とをい う論者､ マ ロ ニ ー /ジ ョ ー ダンた ち
は ､ こ の ｢抗議ビジネ ス+ 組織に対応する個人の あり方 を ｢小切手帳型+ ある い は ｢メ ー
ル ･ オ ー ダ ー + 型 の参加 と呼ん だ｡ メ ン バ ー の多く は ､ 定期的に会費を払い 情報誌を受け
取る程度の 受動的な行勤 しか して い ない ｡ こ の ように い い なが らも ｢抗議ビジネス+ 論と
いうの は ､ 暴露趣味的な社会運動批判で はありません o 先ほ どオル ソ ン の話をしま したが ､
彼等は ､ オ ル ソ ン が環境や人権団体の ｢ア ムネ ス テ ィ+､ ｢グリ ー ン ･ ピ - ス+､ ｢地球 の友+
とか の これほ どの 成長を理論と して は否定 して しまうと いう ことに対する違和感か ら出発
した｡ こ うした新しい組織論者達は ､ 合理 的な個人とい えども､ 個人に対 して経済的な損
得計算よりもも っ と複雑な動機で対応 して い ると考えるo その ような団体は確かに ビ ジネ
ス 的で ありま して ､ マ ー ケテ イ ン グ的な手法を使 っ て高学歴中間層の ような環境と か人権
に関心の深い層を振り起 こ し､ ちょ っ としたおまけ的なサ ー ビ ス が情報誌 によ っ て参加の
コ ス ト価を引き下げる｡ ｢これ ぐらい の ことなら私でもで きる+ というこ とで ､ 潜在的なも
の をとにかく顕在的にする ｡
それか らもう - つ は ､ 組織に意味がない ､ あるい は私が組織に入る こ とにそれほ ど意咲
がない ､ 私がい なくても結論は変わるとい うような懐疑に対 して ある種の説得をするわけ
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です ｡ つ まり こ の ようなグ ル + プ は何万 人も の賛同者が い る ｡ 我 々 は非常に有効に正義を
代弁する こ とが でき るほ との 大団体で ある｡ 一 方で あなた の 貢献が十分意味をも つ ほどに
身近で あり ､ 小さ い ､ と い うようなディ ス ク - ル をも っ て い る｡ こ の ような様 々 な組織の
例の 需要と市民 の側 の 供給との相 互作用が働い て い るo たと えばこ の ような相互作用が ､
イ ギリス にお い て 労働党より数が多く ､ 保守党 よりも財政的に強い 社会運動団体の活動を
可 能にすると いうわけです ｡ これ がすばらしい 民主主義か どうか わか りません が ､ これと
比 較した場合､ 日本にお い て はや は り参加 の コ ス トが非常に高く感 じられて い ると思い ま
すo 私 が問題 に した い の は ､ 一 時期 の 祝祭的な反逆で もなけれ ば､ 信念と知的能力をも っ た
傑出した個人に よ る反骨とか では な い｡ 人 々 が小心で ､ 主君に対 して忠誠 を貫い て諌め る
と い うより､ こ の 主君は主君では な いなあと い っ て ､ 退出の方 にも引張 っ て い かれ るとい
うようなと こ ろをかか えて い る普通の 人々 が参加できる ような､ ある種 の合理性 の判断に
お い て参加 できる と い う空間が､ なぜ小 さい の か ､ 本当に小 さい か わか りませ んが ､ 小さ
く感 じられ て い る の か ､ とい うこ とを問題 に したい なあと思 っ て い ます｡ 以上 です｡
く討静>
小林 私は比 較政治 を教えて い て ､ 講義でも よく話すこ と と今の 話は 関連 して います ｡
丸山先生をは じめ 日本側 の近代化論とヨ ー ロ ッ パ ､ ア メ リカ諸国で流行 っ た近代化論と の
間で議論がなされた日米箱根会議 (1 9 60) が あっ て ､ アメ リカ流 のテ クノ ロ ジ ー と か G N
pを重視する唯物論的 な近代化論 と丸山先生連 の エ ー トス 論と は実は違う面が あるんです
ね ｡ そ の辺 の対照が面白 い の で ､ そう い っ た話か ら比較政治文化論に つ い て話 して いくの
です o ある意味で 丸山先生 の ような近代化論は ､ ア ー モ ン ドやヴァ - バ の いう ｢市民型に
対 して臣民型+ という 図式に似た面が あるん ですo すごく単純に言 っ て しまえば､ そう い
うア プ ロ ー チですねo しか し ､ 私は ｢も っ と何 か深 い もの を思想史的研究か ら浮かび あが
らせ る こ とができ るの では ない かなあ+ とい うふうに考えて ､ 今日小川さん がふれて 下さ
っ た 『忠誠と反逆』 などをおも しろ いと思 っ て い るの です｡ 経路依存論と歴史制度論と の
関係で い うと､ 私 は ､ 丸 山先生 の議論に は あまり歴史制度論の 要素は強く ない と思うの で
すね｡ 制度で はなくて精神的 エ ー ト ス を強調 しますから､ 経路依存論と関連で面白い の は､
歴史の過程の 中で ､ たとえば徳川 体制の 前の 信長 に よる 一 向
- 挟に対する鎮圧 に よ っ て ､
政治権力は独立 した宗教の 弾圧 に成功 したけれ ども ､ も し宗教権力がそ こ で政治権力 に勝
っ て いれば ､ 日本の 中で普遍的な超越的な原理に基づく政治的な参加が定着 した可能性も
奉ると ､ 言 っ て おられた点ですo だか らよく丸山先生に対 して ､ 最近ポス ト
･ モ ダン派の
人達が ､ 宿命論に な っ て い ると いうこ とがありますけれ ども､ 私は少なくとも丸山先生に
即せ ばそうで はなく ､ まさ しく歴史依存 ･ 経路依存で ､ そこ で そういう経路がとられたか
らその間題が今に いた るまでひ きつ がれて い ると ､ 思 っ てお られ たと私 は思 っ て いますo
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だか ら､ そん なにテ ク ニ カ ルな意味ではない ですけれ ど､ 経路依存論と少 しつ なが る面が
ある ｡. そう いう意味で ､ ｢丸山先生の 議論は政治文化論と経路依存論に 一 番近い かなあ､ こ
れに 呼応 して い る面が ある の では ないかなあ+ と思 いま したo 合理的選択論の 話は ､ ち ょ
うど先ほ ど安孫子先生が ､ ハ ー シ ュ マ ン との 関連に つ い て話をされた｡ これはす ごく面白
い話で したD ただ､ 大衆社会論､ あるい は伝統の あとの 問題を考えて みると ､ イ ン グル ハ
ー トが提起 して い るような ､ ある い はパ ッ トナ ム の 言 っ て い る ようなこ とも含めて ､ ボ スL
ト マ テ リア リズ ム に対 して市民運動が ､ どう対応 をするか ､ とい うこ とが重要だと思 い
ます o 丸山さん の場合 ､ 『忠誠と反逆』の 前近代的なモ ラル が ある意味で は近代初期に意味
を持 っ たこ とを指摘 したけれ ども､ ｢近代以後にお い てそれ に相当するもの は何か+とい う
こ とに関する答 えまで は ､ 丸山先生は出してい なか っ た と思う のだけれ ども｡ 私は ､ 主観
的にはポ ス ト マ テリ アリ ズム にそういう面を見たい なと思う のですけれ ど､ おそ らく最
後 に述 べ られたオ ル ソ ン の議論 を超 えた､ なんかやは り エ
ー トス が 必要だとい うこ と を丸
山先生ならお っ しや るの で はない かなとい う気がす る のです よね ｡ 難 しい 問題 なの です け
れ ど - - 0
か川 一 向 一 挟とか宗教運動の 終篤とい う論文は ､ 時期的に は ･ ･ - ･ .
小林 私は論文で は みて い な い なあ､ 談話などに お ける発言 です よね ｡ 〔小 林報告注
(1) ･ (2) ･ 参照〕
か川 つ ま り ､ さ っ き の古層論で は ､ どれくらい 文明主義的な - - ･ ･ ｡
か林 古層論との 関係 で 出てく る -
‾
っ の文脈で ､ 近代主義的な思考か ら ｢開国+ をは じ
め と して異文化接触の 問題に関心 が移 っ て いかれ る｡ そ の帰結が古層論であるの です けれ
ど､ そ の あたりとの 関係で重要ですo ただもちろん普遍主義的な原理 - の 着目は ､ は じめ
か らありますか ら､ 当初からの 問題意識に位置付 ける こ ともでき るで しょう｡
小川 小林さん に教えて い ただきたい の は ､ ｢そ の 本来忠節の存せ ざるもの は つ い に逆
意これなし+ と いう ｢忠誠と反逆+ を - 言 であらわす ような エ
ー ト ス っ て い うの は ､ すぐ
れて 日本的な ､ しかも古き良き エ - トス の ように聞こ えますけれ ども､ 近代的政治学で い
えば､ ｢忠誠+ か ｢退出+ か ､ そうでなければ ｢発言+ の どれか をとるだけで あっ て ､ ｢忠
節+ と ｢逆意+ とい う発しい組み合わせとい うの は単純には考えられない という感 じにな
るo で もたとえばマ ッ ク ス ･ ウ ェ
ー バ - なんか をみれば同じような発想があるわけです o
プロ テ ス タン テ ィ ズ ム か ら資本主義の精神 - とい うアク ロ バ テ ィ ツ タ な議論｡ その - ん ど
うなの ですか｡
小林 よく 日本の 儒学と中国の 儒学の比較におい て ､孟子 の言葉などを引用 して ､ ｢君君
たらずとも､ 臣臣たらざる べ か らず+ ではなくて ､ まさに五倫の 内の
一 つ が ｢君臣の 義+
だから, 君主が義に反 した場合には臣下は退出すると いう論理があっ たと言われます｡ 中
国で いう ｢君臣の義+ は ､ 日本で いうような意味で は必ず しもなか っ た ､ とい うわけです｡
それに対 して ､ 日本で は ､ 非常に服従的な要素が強調 されて い ると いうの がもともと通説
で あ っ たの ですね｡ 中国的な儒学だ っ たら､ まさに ｢退出+ の可能性が あ っ たというこ と
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になる｡ そ うではなくて ､ ｢発言+ と ｢忠誠+ に しぼっ て ､ ｢君 臣の 間の義+ に従う関係 の
と こ ろを引き 出された と いう小川さん の お っ しや つ たこ とは ､ 面白い 点だと思 います｡ 普
通の 民主主義論では ､ む しろ ｢発言+ と ｢忠誠+ の 間の バ ラ ン ス と考えて い て ､ む しろ ｢退
出+ が あるという点は ､ ある意味で ハ ー シ ュ マ ン 以降､ 我 々 が 自覚したこ とだと思う し､
ヨ ー ロ ッ パ 世界で は相当あるの ですが､ 日本で は少ない わけなの で ､ その意味では こ の よ
うな問題の 立 て方は ､ む しろ自然か も しれません o ただ､ さ っ きフ ル ト ･ ヴ ェ ン ダラ ー の
詰も面白か っ たので すけれ ど､退 出できな い極限的なア ポ リ ア の とこ ろで ､ 丸山先生は｢義+
や芸術をつ めて いくとこ ろが あるで はない か な､ とい う気が します｡
野沢 ｢忠誠と反逆+ の中で 出されてく る個人と い うの は ､ 個人は近代に入 っ てか ら出
てく るとか ､ 近代的な内容 の 言葉を しや べ れば､ それ で個人だとい うこ とでは なくて ､ 個
人が 出てくる形の とこ ろをうん と気 に して い る議論だと思い ます ｡ 個人が 出てくる過程と
か ､ プ ロ セ ス とかですよねo 内容よ りも形相 と言 っ て い い の か o 個人析出の パ タ ー ン の ､
さ っ き安孫子さん が紹介してくれたもの が ありますが ､ こ の パ タ ー ン の とこ ろで い うと ､
古代や中世と いう の は どこ に入 るん だろうと ､ 僕はさ っ き思 っ た の です｡ そう したら､ 真
申ぐらい の と こ ろなの か あ｡ ち ょ っ とそ の位置付 けが簡単に は できない ような構造の 問題
が ､
'
60年 の 丸山に は出てきて い る｡ こう い うこ とをうん と気にす る知識人と い うの は ､ 後
発国特有の もの で はな い かなあ っ て気が どう してもす るんです｡ 先発国に ､ まあや っ ぱり
モ デ ル っ て いうの があるん だけれ ど ､ そ う いうモ デル が ない 日本の 中で どうや っ て近代を
自分達の もの にす るか っ て いうこ と をい っ も考えて い た と思い ます o 一 生懸命向こ うの も
の を学んで なんとか岨嘱すると い うこ とで近代的個人がで きてく る場合もありますけれ ど
も ､ で もねそれだけじやも のたりない もの をい っ もなん か感 じて いて ､ こ の ｢忠誠+ の論
文の ように ね ､ ぎりぎ･り形 式論理学を押 し進めて い っ たと いう感 じがするん ですね ｡ さ っ
きの ｢痩せ我慢 の 精神+ ですか ､ その と お りかなと思うo フ ル トベ ン グラ ー に関心 をもつ
の もそ の 辺 に関係が ある の かも しれな い と思うの ですけれ ど｡
岩田 さ っ きの 小林さん の 話ですけれ ど､ 中国の 儒教の 中心 っ て い うの は ､ ｢忠 ､ 孝+ で
いう ｢孝+ なんで し ょ ､ もともとね｡ だから当然そ こ か ら､ 言われた ようなこ と になる の
ですo
有用 先ほ どの安孫子先生の 結社形成的とい う個人析出の パ タ ー ン の とこ ろなん ですけ
れ ども､ そ の ア ソ シ エ ー シ ョ ン とオ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン ､ それか らネイ シ ョ ン ･ ス テ ー ツ ､
帰属して い るもの に対する忠誠というの は ､ 意味合い が違うような気がするん ですねD だ
から丸山になると ､ ぎりぎりの とこ ろで エ ー ト ス で ね ､ あれか これか にな っ て る のだとい
う話 しで はなくて ､ そもそも問題に して い る集団が違うん じや ない か っ て気がするん ですo
『忠誠と反逆』 か ら触発され るそう いう問題もあると いう程度に は関係があるの だけれ ど
も ､ 実際に こ こ で丸山鼻男が問題 に して い る話と､ 最後の 部分に問題 にされた部分とい う
の は ､ 本当に 同じなの か､ そうで ない の か o それは だから､ ア ソシ エ ー シ ョ ン とネイ シ ョ
ン ･ ス テ ー ツ ､ オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン は､ 同時に 関係性をもつ の か というこ とに関わ っ てく
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る｡
小林 この ｢個人析 出の パ タ ー ン+ ですけれ ど､ 丸山先生は自立化と ､ 民主化 を明らか
にポ ジテ ィブに見てお られて ､ それを理想 と して求めた と思うのだ けれ ども ､ 大衆社会で
は私化 ､ 原子化 の方が強く なっ て 危険だと されて い ますo 〔こ こで は ､ ｢結社形成的/ 非結
社形成的+ の他に ｢求心 的/ 遠心的+ と いう軸が提起されて いて ､ 後者は政治的中心 の存
在を前提に して いますか ら､ ア ソシ エ ー シ ョ ン とネイ シ ョ ン ･ ス テ ー ツ の双方も重視され
て 民主化等の概念を作られたこ とになる と思 います｡〕そう した大衆社会化に対 して期待 し
うるもの と して ､ 新社会運動に つ い て只程言 っ たの だけれ ど､ その ような可能性 はおそ ら
く丸山先生の頭に は ､ こ の時点で はおそ らくない で し ょう｡ そ の 後こ の ような可能性が 現
れてきた 一 方で ､ たと えばイ ン グル ハ ー トの期待 したもの が ､ 初め希望 したような形で盛
り上が っ てきたの かと い うと ､ 必ず しもそ うでは ない の で ､ 小川さん が紹介してくださっ
た ような､ ビジネス と して の社会運動と い う視点がで てきたと いうこ となの ですが o
石田 いやむ しろですか ら､ 私の 次の 自分 の報告 との 関係で非常に気 にな っ て いた のは ､
ア ソ シ エ ー シ ョ ン の 問題 ､ つ まり個人析 出の パ タ ー ン に出てく るような､ ア ソシ エ ー シ ョ
ン の 問題 とネイ シ ョ ン ･ ス テ ー ツ の 問題 とい うの が どういうふ うに彼の 中で位置付けられ ､
関係づ けられて い る の かが ､ ち ょ っ と よくわか らない の ですよ ｡ だから非常に晩年に なっ
て ､ 丸山は政治的発言を しなくな っ て ､ 個人の い わゆる市民の集会の ようなと こ ろで話 し
をする以外は ､ 少なく とも 一 般 の読者の 眼に は届か なくな っ て い る｡ そ の中で の数少ない
機会は ､ 本当に ヴオ ラン タリ ー な､ まさに典型的な西洋型の ア ソシ エ ー シ ョ ン ､ 自発的に
出てきて い る しかも素人の 集団の とこ ろ - 行 っ て話 しをす ると いうの が最後の 晩年 の 2 0
年間近く o そうい う生活 をして い る という の が私 の 理解なんですが ､ それは相当独特な世
界だと｡ これが なんなの か っ て い うの は ､ ネイ シ ョ ン ･ ス テ ー ツから離れて しまっ て い る
し､ そ の ア ソシ エ ー シ ョ ン という の はい っ たい なん なのか と いうこ と はす ごく気に なる .
J州】 非常に面白い問題提起で ありま して ､ 結局 ､ ｢忠誠+ とか ､ ｢発言+､ ｢参加+ と い
うの が問題になる のは ､ たとえば成熟した市民では どちらでもやれ るの か ､ とい うこ と ｡
つ まりア メ リカ ･ デ モ クラ シ ー の 教科書的な理解で は自分が属 して い る コ ミ ュ ニ テ ィ にお
いても民主主義を実践でき るし ､ アメ リカ とかネイ シ ョ ン ･ ス テ ー ト レ ベ ル で も民主主義
を拡大できると い う｡ フ ラ ン ス 革命なんか は ､ もう中間団体と いうの を否定する ｡ 民主主
義とい うの もネイ シ ョ ン ･ ス テ - ト ･ レ ベ ル で完全な平等にお いて組み たて られ る｡ だけ
どフ ラ ン ス 型ばかりで は なくて ､ む しろ中間団体と いうとこ ろに特権を浅 したとこ ろで 民
主主義を組みたてて いく ような諸国 ､ オラン ダ､ ドイ ツなどがありますね｡ だか らそ の ､
ま っ たく別の もの を問題 に して い るとは僕自身は思 っ て い ない の ですD こ の集団に対 して
｢忠誠+ を与えたり､ ｢抗議+ を したりする っ て いう行動 ､ 能力 ､ 意志というの は ､ 異なっ
た大きさの ､ ど っ ちか だけにできて ､ ど っ ちかだけにできない というの はちょ っ と考えに
く い というこ とになりますけれどo ただ問題提起自体は非常に面白い o
野沢 ア ソシ エ ー シ ョ ン っ て い うの は､ こ の パ タ ー ン の 図で いうと､ 第2象現ですか ､
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第2 象現 の レ ベ ル で の ｢忠誠+ の 問題 とい う こ とになりますが ､ そ の 場合で も､ 民主化の
こ とをい うと､ どう しても権力と い う問題が でて きません か o 丸山さん の 場合 には ､ ア ソ
シ エ ー シ ョ ン の レ ベ ル で 自律的個人がで て きた り ､ 横の人と つ なが っ て い こ うとする よう
な集団作りを強調す ると同時に ､ 特に初期の 頃の 丸山をみ てみれ ば､ そ れだけで はすまな
い とい うもの を出して い ます8 や っ ぱりまだ自律化の レ ベ ル では私的性格が残 るo だか ら
公共的な こ とに なると ､ どう して も権力 をつ くる こ とで も っ て ､ ア ソ シ エ ー シ ョ ン の レ ベ
ル の モ ラル に しても､ 確 立する o そ うす る こ とで もっ て初 めて こ の ア ソ シ エ
ー シ ョ ン も確
固た る場所が でき ると い うような､ こうい う認識 の構造を丸山はも っ て いたと思うんです｡
だか ら権力ができ る時 に ､ 人 々 を集約 しますか ら､ そ の集約する とき に ､ こ の伝統が入 っ
てきたりとか ､ 人の気持ちを集め るために い ろん な装置 を用意した り ､ それか ら物語 りや
歴史とかですね ､ それ からフ ォ ル クもで てきたりだとか ､ い ろん なの が 出てく るo 初期で
はそ んな考えが 強くあ っ た ように思われますo
小川 アメリカ なん かで リ バ タリア ン ､ ある い はリ ベ ラリズ ム対 コ ミ ュ ニ ュ タリ ア ニ ズ
ム の対立と いう の は ､ 国家の役割っ て の をある種念頭 に置い て い ると思う o 丸山さん はや
は り ､ Ⅰ とD､ 自律化と 民主化だと民主化 をか なり高く評価 して い ると僕は思 っ て い るんで
す けれ ど､ 一 方場合に よ っ て は ､ 特 にア ン グロ - サ ク ソン の 論者の 中で は ､ 自律化で十分
で ない かと o 丸山異男も ドイツ哲学的な経験 ･ 教養の 問題 も
ー つ あると思う し､ 丸山は ､
絶対王政とい うも の を両義 的に評価 して い る ､ 国家と社会を切り離 して い るこ とにお い て o
個人的な経験に つ いて ､ これ単なる思い つ きですけれ ど､ 丸山にと っ て は国家は危険なも
の だけれ ど､ 自分 にと っ て東京帝国大学法学部研究室 は国内亡命 の場で あ っ た と いう扱い
をして い ますね｡ ､ 国家の制度に よ っ て ある種守られて い る ｡ 全共闘時代､ そ こ も防波堤で
なく なっ たと い うこ と で あるわけですけれ どo 自発的結社が 国家と の相似形で あるという
の と はち ょ っ と違う意識が ある と思うんです o もう 一 つ は 国家と社会と い う レ ベ ル では な
い ん ですけれ ど､ い い忘れたんで 申 し上 げますと ､ 徳川時代の反逆問題 ､ ち ょ っ と最後の
議論で面白か っ たの は ､ 士以外 の 身分ですねo 農 ･ 工
･ 商の 庶民とい うの は ､ もちろん騒
擾を行うo - 撰を行うこ ともある けど､ それは なか ば自然現象の ようにおさえて い るo 彼
等は ｢利を知 っ て 義を知 らざる存在+ で ある ｡ 武士階級というの は ､ それ に対 して教化 の
責任を負っ て い る ｡ 一 つ は ､ 貴族と庶民 の ですね ､ これはたぶん イ ギリ ス 史なんかで でて
く るテ ー マ なん ですけれ ど､ い わゆる国民とか市民社会とい う議論と違う､ それか ら中間
団体とい う議論ともち ょ っ と違う別 の議論で ある｡ でもイ ギリ ス の 文脈で い えば､ それは
イ ギリス 型民主主義論､ 最初は エ リ ー ト的なもの です けれど､ そ の 対象認識を拡げて いく
と いう面で ｡ こ うい うい わゆる ドイ ツ的で はない文脈に対 して どう思 っ て い るか という こ
と｡
野沢 経済学の方で は ､ どうして もこ の 下 の方の 社会で の自立化 を問題と しますo 制度
が存在する意味を見出そうとした の ならo 下 の方は市場の 問題も含むの ですけれ どo
岩EIl ドイ ツで は ユ ン カ ー の 問題で しょ ､ まさにo ユ ンカ
ー とい うの は ､ い ろん な役割
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果た して い る｡ これは昔からそ うで しょ う8 イギ リス の場合には貴族とか ､ ジ ェ ン トル マ
ン です よねo そうい う点か らい えば共通 してい るの で はない かな白 こ の 部分 を歴史の 中で
残 し得たとい う国々 が先進国にな っ て い ます,J バ ル カ ン諸国では ､ 異民族に よる征服に よ
っ て ､ こ の社会層がや られちや うわけですよD だから ､ それが存在 して来た我々 の 日本は
幸福だ っ たo
か川 ドイ ツ的とか ちょ っ と単純に言いす ぎて ､ ち ょ っ とミ ス リ ー ディ ン グだ っ た｡ 丸
山鼻男における貴族主義っ て い うか ､ 貴族趣味 っ て い るの は ､ 少なく ともある時期には あ
るな っ て いう､ 本人自身もそ うい っ て い る (貴族精神ですね)o 丸山氏の視野 は伸縮するo
貴族主義とポ ピ ュ リズム ､ それか ら中産層と かですね ､ い ろん なとこ ろに目をつ けて い る
か ら､ 全体像をつ か めない ｡
岩田 それとの 対比 で ､ 下士官的とい うこ とに つ い て ､ 丸山さんが下士官層と いう こと
を異様に嫌う印象 がありますo それで加藤尚武も書い て い ま したが ､ ゲ ー リ ン グは喚笑 し､
なんとか - つ て 人 ですo ま っ たくの 一 兵卒を､ 一 方 の ゲ ー リ ン グと対照 した ことが ある と
思うの ですけれ どo 比 較に は こう いう僕なん かも違和感が あると こ ろなんだけど｡ どう し
て ､ 下士官的根性 をもちたくない っ て こ とは ､ それだ っ たら僕にだ っ て あります よo だけ
れ ども ､ ああい う文章で いや しめなくても - - - ｡
小林 ゲ ー リ ン グ云々 の話 しは ､ 私の記憶 ではナ チ ス の 指導層と 日本軍国主義の指導層 ､
日本 の 軍部の指導層と の比 較の 中で 出てく るもの であ っ て ､ 下士官だけが問題とされて い
るの で は ない ですよね B
石田 それがで てきた の は下士官ではない です｡
か林 要する に天皇制下 の ､ いわゆる相談を受ける指導層も含めて ､ 全体的にそ の種 の
精神 が蔓延 して い ると いう こ とが書い て ある と思 っ て い るの ですが ､ あの時代では ､ それ
は 日本全体の精神構造を指すから､ 本当に自律して い るイ ンテ リ ゲン チ ェ ア は別に して い
るで しょうけれ ども､ 下士官に限らず全部含めて とい うこ と なの です｡ そ の意味で は下士
官を特に蔑視したわけで は ない ｡ もちろん軍隊組織の 中で特に典型的に あらわれ るから､
そうい うふうな書き方をしたと思うの です｡
石田 だから戦犯は裁判 にお い て ｢土屋は青ざめ ､ 古島は泣き ､ そ して ゲ ー リン グは咲
笑する+ ( 著作集､ 第三巻､ 27頁) と い うとこ ろですね｡ ただ､ こ の 人達は下士官では あ
りません の で ､ む しろあきらか に責任の ある人々 D
岩田 ゲ ー リン グが でてくるわけですか ら､ そ こ で普通 に対比すればね､ たとえば ｢東
条は青ざめ ､ 木戸は泣き ､ ゲ ー リ ン グは高笑す る+ とか ､ そ うな っ て いれば平広が 合うわ
けで すよ｡ そうな っ て ない わけです よo なん て いうか ､ 中下層リ ー ダ ー の根性 をき らう方
向が感 じられますo
小林 そ こまで の こ とは ないと思いますo
岩田 だけど､ あの さわりからす ると ･ ･ - ･ o
野沢 下士官層の問題ですが ､ 軍隊にお ける下士 官っ て い うの は､ 社会の 中で いう中間
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層 の 問題と不 可分で あると思 い ますo 江戸時代か ら明治に なる とき の こ とですが ､ よく中
世から近代に なる ときには ､ 帰属す る団体からみ んな ､ バ ラバ ラに解放されて ア トム 的な
個人がで てきた と い うけれ ど､ 実際をみれ ば､ そ んな ことはない です よね｡ 株仲間み たい
の は消えるけれ ども新 しい産業組合 の ようなもの が､ 必ず組織されて い きます｡ 明治にな
っ て ､ そうい う中間的な諸集団 っ て の が い っ ぱい できます｡ そ うい う中間的諸集団の 中で ､
指導するもの と指導され るもの の 間で いか にうまく交流が でき るか っ て こ とが新しく問題
にな っ てきて い ます｡ そう い う問題 に対 して ､ 柳田国男の ような人が出てきて ､新しい 中間
社会には ､ あたら しい交流がで きて こ なければい けない と言 っ て ですね､ 古い組織の まま
では だめだと批判 して います ｡ 上 の 者に つ き従うだけで もダメ ､ 下 の もの にお べ っ か をつ
かうだけでもダメ と い っ て ､ 新 しい組織が い かに 出てきて い るか っ て こ と を､ 彼はあの 時
代にあ っ て ､ 新聞を読み なが ら､ そ して あちこ ち廻 るなかで 探っ て い こ うと したo そ うい
う試み に匹敵す る ような ､ 丸山さん の 中間層論 っ て い うの が ､ あるの で はな い か っ て気が
するの ですが ｡
岩田 それとね ､ もう - つ 言 っ て おきたい o ア メ リカや ソ連の 最高指導者､ 将軍達が 自
分の 対日戦争経験をよく語 りますね｡ 彼等は ､ む しろ日本の 下士官とか兵と か ､ こ の 部分
を非常に高く評価するん ですね ｡ 日本の 戦争能力 を評 して ､ 下士官 に比 べ ると ､ ジ ェ ネ ラ
ル ､ 将軍連は ､ ま るで無能 だ っ たと ｡ そう いうふうに よく い われる ｡ だから ､ 日本社会 の
強さとい うこ と に焦点をあて る と ､ 欧米人連がみ る 日本社会の 強さを担 っ た層 ､ それが ､
丸山さん には あんが い低く評価されて い る の かな っ て ｡ それ っ て なんな のだ ろうかな っ と
思うわけです｡
安孫子 ｢参加+ と ｢反逆+ と の つ ながりとい うの は どうな の で しょう｡ ｢参加+ はむ し
ろ､ さ っ きも出たんです が ､ ア ソ シ エ ー シ ョ ン と強く 関連 しますし ､ ｢反逆+ は ど っ ちか と
いうとオ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン を向い て います｡ こ こ ら - ん の ､ こ う いう言 い方 をされた こ と
の 意味とい うの を教えて い ただきた い ｡ お も しろい ですけれ ども ､ ｢忠誠と反逆+ を組替 え
た っ て こ とは - - 0
小川 や っ ぱり西洋 の教科書的民主主義で は ｢参加+ とい うの は ､ 日常的なこ と ､ そ し
て選択的なもの ､ そ の かわり広範に いくも の ｡ 逆に ｢反逆+ と いうの は ､ 非日常的で 選択
ができない ような状況 で あり､ しかも 日本で ｢反逆+ とい われるたと えば楠木正成の 『太
平記』 の芝居がうけ､ 『忠臣蔵』がう けるけれども ､ それは特殊で あるから こそ芝居と して
うける｡ そういう特殊 マ イノ リテ ィ ､ こ の 対照に つ い て は どうで し ょう｡
岩田 ｢参加+ と ｢反逆+ つ て ､ これ詩人ですよね､ こ の使 い方は｡ ｢参加+ とい う概念
と反逆と いう概念を ｢と+ で むすび つ けるo 詩人ですよねo 丸 山さん の方は ｢忠誠+ と ｢反
逆+､ これは詩人で は ない ｡ つ まり対概念ですよね ｡
小川 ｢と+ まで意味があるみた い な話しなんですね(笑)a
岩B) ｢参加+ と ｢反逆+ と いうの は ､ 普通は結び つ か ない o 無関係なもの と思うか ら
い けない のですね ｡
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か林 たと えば ｢参加+ に対 して ｢反抗+ や ｢抵抗+ だと普通 の言 い方だけれ ど､ これ
を小川 さんが ｢反逆+ と したか ら面白い組み合わせ になっ てく る｡
岩田 この こ とで ､ ｢忠誠+ と ｢反逆+ と いう葛藤の なか で自生的組織が生まれてく ると
いう こ とまで - - - 0
野沢 個人析出の ひとつ の パ タ ー ン を従来とは違っ たもの と してうちだした ｡
岩田 それは ､ 専門家の 間でそ ういう解釈は よろ しい の ですか o ｢忠誠+ と ｢反逆+ と い
う葛藤の なか で自律的な個人が析 出されてく る｡
野沢 それは確かに歴史性も帯びて い るの ですが D
か林 イ ヤ ､ そ ういう ように 一 般的に定式すると問題が生 じてくる D そうい う形で明治
期 ､ あるい は幕末か ら明治にい たるまで大きな役割を果た した とい うわけですが ､ 明治が
進むに つ れて ､ そ の封建的な型 は力 を失 っ て いくわけですか ら､ 析出された個は ､ ｢反逆+
- の パ ト ス を無く して いく ､ とい う流れですからねo
か川 す ごく乱暴な議論なの です が ､ さ っ きの ような マ ッ ク ス
･ ウ ニ - バ ー と いうの は ､
プ ロ テ ス タンテ ィ ズム と資本主義 の比較を したんですが ､ そ こ にお い ても神はまあ消える
わ けです よ｡ 形式的にク リ ス チ ャ ン と い っ て い るけれ ども､ 当初の パ トス は消えて い る け
れ ども ､ 行動原理と して ､ ある い は エ
ー トス と して ､ 資本主義的な人間は残るo それが果
た して 起こ る のか o こ こ で の議論 はお こ らない と いうの です o つ まりそれが政治とか ､ 民
主主義にお い て ｢忠誠+ が あるが ゆえの ｢反逆+ と い うの は時代とともに廃れて い か ざる
をえない ｡ どちらか とい えば悲観的な終わり方をして い る｡ だけれ ど､ ち ょ っ と考えて み
れ ば､ ｢忠誠+ の 対象をいく らで も上にあげたり ､ 下にさげたりするという ことをと りい れ
た人間類型は ､ 主君なくとも神なく とも ､ 先ほ どお っ しや つ た個人析出の ように続 い て い
く 可能性も論理的には考えられると思うんですo
野沢 歴史的 に ､ 実証で きるもの です よね｡
岩円 ウ ェ ー バ ー との ア ナ ロ ジ ー で い えばね ､ ｢プ ロ テ ス タ ンテ ィ ズム の倫理+と いうも
の と の緊張関係が なく なっ て もね ､ 個人が析 出されて しまえば､ そ の後は独自に展開 して
いく ｡ 析 出の論理を語 っ て い る限りにお い て は､ こ こ に書い て あるような王政復古か ら西
南戦争に至 る動乱の 中ででてきたである ｢忠誠+ と ｢反逆+ の 人格内部で の 緊張と葛藤と
いう ことで ､ そ こ か ら個人とい うものが層 と して生まれてくれば､ それ以後 は日本的個人
と して再生産され る｡ 果た してそう言える の かという ことをお 聞き した い o
野沢 なにも国家論の レ ベ ル でなくても､ もう少 し日常の 生活 レ ベ ル で 出てく る問題で
す よね｡ そ の 一 つ は ､ 例えばこう いうこ と なんです｡ 高度成長の 時にですね ､ いわゆる ｢近
代的農業+ が盛ん に説かれて い たo 機械を使 い農薬を使い ､ 規模を大きくするo これが新
しい 農業の経営だというこ とを､ 農業高校に入っ たら
- 生懸命習っ て ､ これだけが農業だ
と教 えられてきたo とこ ろが ､ それをや っ て いくうちに ､ 農薬の被害が出てきたりするo
こ ん なもの を使 っ て いたんで は ､ こ れはおか しい ぞと ､ 普通作る生産者の方が気づくわけ
なん だけれ ど､ しか し ､ 売るの と自分達が食べ る の を分けたり して ､ い ろん な形で ､ 本当
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は 消費者の ニ ー ズで ある ､ 安全な食 べ 物を提供 しなければい けない なんだけれ ども ､ 生産
者 と消費者が つ なが らない 体制が農協だと か ､ 食管の 価格統制だとか ですね､ そ の他商社
や肥料会社の 流通経路とか い っ た形で できて しま っ て い るんで すよね ｡ 作る方もこ の まま
じやお か しい ぞと い うこ とになる o 消費者の方で も ､ 家庭の 主婦の 側が こ うい うもの が欲
しい と して ､ 両者が つ なが る｡ そ の 両者をつ なげ るときにで てく る の が ､ 労働組合とか農
協だとか ､ そういうとこ ろからでて こなくて 小規模な生業的農業か らむ しろ出てく る ｡ そ
して家庭の 主婦ですね o フ ェ ミ ニ ズム の 方か らみたら批判され る ような主婦 の 方か ら､ 自
分たちの 方の 労働 を提供 してもい い か ら､ 時間を提供 しても い い か ら､ こ うい うもの を作
っ てくれない かとい う形で生産者の とこ ろ - 出て いく o こ ん な形 の新しい 流通経路の 作り
方が ､ ネッ トワ ー クの 作り方が ､ い わゆる近代的教養を身に つ けた者とか ､ 近代的な知識
をも っ た層か ら出てきて い ない んですo
岩円 今の 現代的な例をだせ ばね ､ 内部国家と いう の が あります よね o それ の方 に近 い
ん じやな いですかね ､ も し強 い て い うならo
野沢 必ず しも伝統的な生産や生活 の ス タイ ル を捨て なくてもですね ､ 既存 の流通経路
から自立 して新しい流通経路が つ くられて いく ､ 古い 物流 に代わっ て ｡ それか ら自分達の
子供を守らなければい けな いと目覚めて いく よう になる｡
岩田 それは わか る けれ ども ､ それ と こ の ｢忠誠と反逆+ の論文 の 本質の 関係で い えば
ねb それからこれもプリミテ ィ プな問題 に 関わる こ となの ですけれ ど､ マ ッ ク ス ･ ウ ェ ー
バ ー の 話は今､ こ ちらがや られ たん ですけれ ど･ ･ ･ ･ ･ ･o
武蔵 マ ッ ク ス ･ ウ ェ ー バ ー の 教えで は ､ 共同体の 論理 を超 えて ､ 共通の 行動規範が資
本主義を発生させ る っ て こ とがありますo こ れは ユ ダヤ 人の 共同体内部で は ､ 高利貸しは
い けない o それに対 して ､ 共同体以外 の こ とに関 して は ､ どん なに高利で もよ いと い うこ
とで市場 が成立 しなか っ た｡ 理念上 市場に参加する企業の 経営者同士 と いう の は ､ これ は
もう完全競争なんですよo 誰で も市場に 入れ るo それで会社が多数あると いうふうな前提
条件か ら成立 し､ は じめて市場とい うも の が均衡するもの になる ｡ キ リ ス ト教の プ ロ テ ス
タ ンテ ィ ズム の基本的精神 は ､ 日常生活に お いて 時間空間を限定 しな い という こ とにあり
ますね｡ ｢働きなが ら祈れ ､ 祈りながら働け+ という精神を生み ､ 市場で人を差別 しない ､
こ の こ とが､ 結果的に合理的計算する というわけですね｡ 政治と マ ー ケ ッ トと違う顔をも
つ の は ､ それは計算合理性 でも っ て ですね ､ 将来的な投資をする というふうに考えれば ､
丸山をつ れて きて ､ 日本の 場合は天皇制か とo 形式的には - 神教と同 じようなパ タ ー ン が
成立 したから､ 天皇の 軍隊である こ とがまさに合理的なん だ｡
岩円 これはもう､′ マ ッ ク ス ･ ウ ェ ー バ ー の解釈 学になる けれ ども ､ マ ッ クス ･ ウ ェ ー
バ ー の 考えでは ､ 背か らある利潤追求や目的合理性 一 般か ら資本主義が生まれたん じや な
い んだ｡ そうで はなくて非合理 なまで に禁欲的なプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 宗教倫理 ､ その
倫理 に極めて忠実に､ 非合理まで に従う こ とか ら経営と勤労に計算合理性が生まれてきた
ん で ､ 資本主義は合理的な営利 シ ス テ ム だけれ ども ､ 合理的精神 一 般か らうまれてきたん
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の ではない と いう歴史的逆説を言い たか っ たんだと思うの です｡ 少なくとも ､ あの 本､ 『プ
ロ テ ス タ ンテ ィズ ム の 倫理と資本主義の 精神』 の 中で はそうですよ｡ それからいう とね ､
｢忠誠+ と ｢反逆+ と い うの だ っ て ､ もともと個人 を自律させ ようとい うもので はなくて ､
｢忠誠+ に しても ｢反逆+ に して も､ ある 一 つ の 封建的と い えるような前近代的と い える
ようなカテ ゴリ ー の 中の 課題なの だo そ の 間題を真剣に担う ことに よ っ て ､ そ こ か ら自覚
的個人が析出されて しまうん だとい うア ナ ロ ジ ー で はないか o 問題は ､ たぶんね ､ 丸山さ
んが ウ ェ ー バ ー を読ん で これを書い たとすれば､ ウ ェ ー バ ー をそうい う風に読んだはずな
んです よo ある い はね ､ ウ ェ ー バ ー でなか っ たとすれ ば､ 例の ｢正 ･ 反 ･ 合+ ですね ､ ｢正+
が い わば ｢忠誠+ です よね ､ ｢反+ が ｢反逆+､ ｢合+ と して個人が でてく る｡ という単純 な
弁証法の 図式か ｡ 当時は弁証法 っ て いうの は新しい時代 をにな っ た思考方法や存在様式と
されたわ けですか ら｡ 弁証法かウ ェ ー バ ー 解釈か の どちらか ､ それとも両方か ､ よくわか
りませ ん ｡
野沢 ウ ェ ー バ ー をそ うい う目で読むとも っ とは っ きり してく る面があります ね｡
か林 丸山先生はウ ェ ー バ ー もある程度は意識 して いますけれ ども ､ ウ ェ ー バ ー は宗教
と経済倫理 の 関係 に つ い て 書い て い て ､ 政治倫理 と の 関係に つ いて書いて い るわ けでは な
い んです よ｡ 政治学で ウ ェ ー バ ー 的な倫理 を考えるときに ､ こ の 媒介項が欠けて い る とい
う問題が ､ ある の です o 実際に ､ 比 較政治学で ｢プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム の 倫理+ と民主化
の 関係を追及 して い る研究が少 しありますけれ ども､ ウ ェ ー バ ー との 関係 で ､ おそ らくそ
の 部分をも っ と突き詰 めてやると ､ 今の 問題が クリ ア になる｡
野沢 あの ウ ェ ー バ ー が ､ 政治や経済の い ろんなと こ ろで 出てくる官僚制の 問題をウ ェ
ー バ ー 自身が見 て い たと いう問題 がありますね o 近代がもとにな っ て ､ 実は 現代の こうい
う官僚制ができたの で ある とい うo 近代をウ ェ ー バ ー は相対化 したという面で ､ そ こ をポ
ス トモ ダン の人達がごつ い て いますo ウ ェ ー バ ー を超 えるために どう したらい い か とい う問
題は ､ ウ ェ ー バ ー 自身が論点を出 して い ると いう側面が あると思います｡ そ ういう乗 り超
えの 筋道と いうもの はある の では ない で しょうか D
岩m ｢忠誠と反逆+ 論文をか つ て読んだ記憶で はですね ､ 丸山さんが ､ 君主 に対する
｢忠誠+､ 主君に対する ｢反逆+ と い うこ とですけれども､ これが中国の 場合では諌官と､
つ まり諌める官と いう形 で制度化 したと､ それで ､ 人格内部で の緊張というこ とには い た
らないわけですね｡ 唐王朝の有名な詩人の 白楽天は ､ 何年か諌官をや っ て い て ､ そ の とき
に作っ たの が社会批判､ 政治批判 の ､ すさま じい偏 りの 詩です よ｡ そうい うもの を沢山書
く o 『新楽府』がそれですo 諌官という制度の枠の 内部で合理化されて い たか ら､ 人格内的
緊張に はならな い のですよね ｡ とこ ろが ､ 日本で はそう いう制度を導入 しなか っ た｡ そう
すると､ やがて ､ 制度化されない がゆえに ｢忠誠+ と ｢反逆+ の 内部的な緊張が起きて ､
そ して近代的個人 を見出 し得たと いうふうに考えられますo 先ほ ど石 田さん が い われた よ
うに ､ 丸山先生が こ の 2 0年間位､ 停年退官後も先生には十 二分に提供されたはずの 制度化
された社会役割をことわ っ て ､ 庶民の世界で 話をしてきたっ て いうの は ､ 筋の通 っ たもの
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と理解され るわけであります｡ 諌官を拒否 したの で しょう｡
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(筆耕者 一 ノ瀬佳也)
